
令和５年度　千葉商科大学と鎌ケ谷市との連携等に関する包括協定書に基づく事業計画
令和５年２月２８日現在

分野 番号 事業名 事業概要 区分 令和５年度

大学 政策情報学部　朽木

市
①市民活動推進課
②企画政策室

大学 政策情報学部　朽木

市
①青少年センター
②学校教育課

大学 政策情報学部　朽木

市 市民活動推進課

大学 政策情報学部　大矢野

市
文化・スポーツ課
郷土資料館

大学
政策情報学部　　杉本
社会連携推進課　野澤

市 環境課

大学
政策情報学部
坂本、戸川

市 商工振興課

大学
政策情報学部
小林、坂本、戸川

市
①商工振興課
②企画政策室

大学 政策情報学部　朽木

市 都市政策室

大学 政策情報学部　渕元

市 人事室

大学 政策情報学部　小林

市 人事室

大学 政策情報学部　渕元

市 人事室

大学 政策情報学部　朽木

市 未定

大学
①政策情報学部　朽木
②政策情報学部　杉本

市
①市民活動推進課
　 文化・スポーツ課
②環境課

3
鎌ケ谷市でのインターンシップ受
け入れ事業

　市の所属所に大学生をインターンシップとして受入れるもの。
　圏内では、市役所がインターンシップを実施しているのは、千葉市、野田
市、鎌ケ谷市のみである。

継続

１．実施内容
事業内容の通り
２．実施場所　鎌ケ谷市役所
３．実施日時　2023年９月～

　千葉商科大学の政策情報学部地域政策研究会において、大学からの講
演依頼に基づき、市職員が講演を行うもの。

継続

１．実施予定内容・テーマ
「地方自治体に求められる人材」をテーマとする講演
２．実施場所　千葉商科大学
3．実施日時　未定

2
市職員における大学授業への
参加

　市職員が研修の一環として大学の講義を講するもの。なお、ICT関連、ま
ちづくりなどの講義を想定している。

継続

１．実施予定内容
令和5年度夏季に、「地方自治体におけるデータに基づく政策立案」につい
ての自治体職員向け集中講義を別途開講し、受講を促すこととした。
２．実施場所　千葉商科大学
３．実施日時　未定　２０２３年８月中の平日連続２日間

Ⅰ：地域文化・芸術の振興と
     地域活性化

1
千葉商大政策情報学部による鎌
ケ谷プロモーションデー

　政策情報学部で進行する様々なイベントを同日に公民館等で開催するこ
とで、地域活性化とシティ・プロモーションに貢献するもの。
　なお、「Civictech for 鎌ケ谷」が企画運営全般を担い、市が共催すること
で実施場所の提供や周知を行う。

ロゲイニングカードで知る私たち
の街・鎌ケ谷

　政策情報学部朽木ゼミが開発したロゲイニングカードと地域紹介冊子を
用いて地域内を散策し、市民の地域への愛着を涵養する地域イベントを実
施するもの。

4
郷土資料館所蔵古写真のAIによ
るカラー化と動画作成

　郷土資料館所蔵の古写真（白黒）をAIでカラー化し、スライドショー形式で
動画化してBGMをつけるもの。関連のある地区やデジタルサイネージ等で
配信する。

3

2
シビックテック　フォー
Civicctech　for　鎌ケ谷による政
策提言

　令和３年１２月に結成した千葉商科大学の学生団体「Civictech for 鎌ケ
谷」による活動で、地理情報システム（GIS）を使った政策提言・Ⅰ－１の企
画運営を行うもの。
※令和５年１月の会員数２７名

Ⅵ：その他 1 市の各種委員会委員等の引受け 　市の各種委員会委員等の引受け

1

Ⅳ：人材育成とインターンシップ

次期観光ビジョンに向けた意見
交換

　観光振興により目指すまちの姿や戦略を定めた観光ビジョンの期間が令
和5年度までであるため、次期観光ビジョン策定にあたり、意見交換を実施
する

Ⅴ：初等中等教育機関との連携 1 未定 未定

Ⅱ：産業振興

1
鎌ケ谷市の統計データに基づく
政策提言

1

継続
①継続：鎌ケ谷市協働推進委員会
鎌ケ谷市歴史的建造物保存活用計画策定委員会
②継続：鎌ケ谷市環境審議会委員

未定

１．実施予定内容
令和５年度は経済統計のデータを提供し、10月までに具体的な研究
テーマの提示・データの提供を受ける予定である。その後、データの
分析を進め、2024年2月頃に市役所側に政策プレゼンテーションを行
う予定である。
なお、市民に対しては鎌ケ谷プロモーションデー（Ⅰ-１）の会場にて報
告を行う予定である。

１．実施予定内容
次期観光ビジョンの策定にあたり、学識経験者としての助言、意見交換を行
うもの。

継続

5 若年世代への環境啓発活動

　小中学生等の若年世代に対し、環境関連講座及びイベントの開催、こども
エコクラブ（仮称）の創設などを行うことにより、将来の環境関連活動を担う
マンパワーを育成するもの。
　なお、こどもエコクラブ（仮称）の創設は令和8年度を目標としている。

継続

　市が保有する環境データ又は経済統計（商工農業等）のデータなど
を提供し、データ分析をした上で政策提言として市役所側にプレゼン
テーションをするもの。
　なお、年度ごとに環境データ、経済統計データの順に提供していく
が、市に事業実施を強制するものではない。

市職員の大学への講師派遣

継続

１．実施予定内容
ロゲイニングカード（Ⅰ－３）、古写真のスライド上映（Ⅰ－４）、政策提言の
発表（Ⅲ－１）、プロジェクションマッピング等
２．実施場所　未定
３．実施日　未定

担当部局名

１．実施予定内容
令和５年度は小中学校に出向き環境講座を開催する予定である。なお、環
境講座の講師は担当教員の指導の下、千葉商科大学の学生が務める予
定である。
２．実施場所　未定
３．実施日時　未定

１．実施予定内容
事業概要の通り
２．実施場所　南部地区
３．実施日　２０２３年１０月下旬～１１月上旬

継続

１．実施予定内容
事業を継続し、昨年の未了部分を進める予定

継続

１．実施予定内容
今後は市の歴史的事実を忠実に再現するためのチューニングとそれを応
用した白黒動画のカラー化を目指し、引続き協働作業を行っていく。プロ
ジェクトの実施期間は３～４年程度を想定している。また、鎌ケ谷プロモー
ションデー（Ⅰ－１）において適宜成果発表を行う。
２．開催場所　未定
３．開催日時　未定

継続

１．実施予定内容
令和5年度中に大学側がデータ入力等を完了させ、市側にデータを提供す
る。市は情報に誤りがないかチェックした後、オープンデータとして国土交通
省のサイト及びGooｇle社等にデータ提供することで、乗り換え案内検索サ
イトやアプリ、Googleマップ等で時刻表表示などができるようになる予定で
ある。

Ⅲ：統計データ提供と政策提言

2
コミュニティバスのGTFSフォー
マットオープンデータの作成及び
提供

　市のコミュニティバスにかかる運行情報等をGTFS（標準的なバス情報
フォーマット）の形で入力し、オープンデータの元となるデータを大学側が作
成する。市は当該データをチェックした後、国土交通省のサイト等で公開す
ることで、乗り換え案内ソフト・サイト等においてコミュニティバスの検索対応
ができるなど市民の利便性が向上するもの。

新規

継続


